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アフリカ諸国における産業構造変化（structural change）に関する研究が、近年増えてきている。

独立直後から 1970 年代までは工業化を目標とした産業政策を採用する国が多かったが、1980 年

代以降は経済自由化政策のもとで、競争的な市場の整備を通じて比較優位をもつ産業を成長させ

るという方針が続いてきた。その間、産業構造に関する関心は低調であったが、資源価格の高騰

から始まる経済成長を経て、どの産業が成長するかが経済成長の持続に重要であるという認識が、

アフリカ経済を観察する研究者のあいだで広がっている。 

 本論文は、多くのアフリカ諸国で 2000年代以降に農業から農業以外の産業へと雇用が移動して

いること、雇用の成長は資源やエネルギー産業以外の製造、建設、流通、金融などの産業で広く

みられることを明らかにしている。近年のアフリカ諸国の経済成長においては一次産品の輸出増

加が目立っていたが、その他の産業も同時に拡大しており、一次産品に依存する産業構造から変

化しつつあることが示されている。しかしながら、雇用が成長している二次・三次産業において

労働生産性の成長が低い傾向にあることも明らかにし、アフリカ諸国で生じている構造変化はア

ジア諸国が経験したものとは異なり、現状のままでは持続的な経済成長に結びつかないと論じて

いる。 

なぜ生産性成長の低い産業に雇用が移動しているのか。この疑問に対して、産業構造変化のモ

デルをもとに、一次産品輸出の増加によって国内所得が増えた結果、農産品よりも工業製品やサ

ービスの需要が増えたためと説明している（これはエンゲルの法則にもとづく）。近年のアフリカ

の経済成長を検討した研究は数多いが、モデルにもとづいて構造変化を分析した点が本論文の特

徴である。類似する研究として Gollin et al.（2016）があり、モデル分析から、一次産品輸出の増

加が都市のインフォーマル部門を拡大させる可能性を指摘しているが、それは、本論文の示す生

産性成長の鈍い二次・三次産業の成長という事実と一致していると解釈できる。先行研究の仮説

を、産業統計を利用して実証している点に本論文の貢献がある。 

ただし、アフリカの産業レベルの統計は十分整備されていないので、本論文で利用されるデー

タに改善の余地は大きい。また、産業構造変化のモデルも発展途上であり、本論文によるアフリ

カ経済の説明は仮説のひとつと位置づけられる。今後の発展が期待される研究分野である。 
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